
これから進学や就職で親元を離れる等、食の自立期にある高校生を対象に、食生活の大切さを考えてもらうため、
歳が近く、栄養の専門知識のある大学生・短大生が自分の経験を踏まえた食育の授業を行いました。

令和６年度 大学生・短期大学生による高校生への食育授業

金沢学院大学 栄養学部 栄養学科、 金沢学院短期大学 食物栄養学科、
金沢大学 人間社会学域 学校教育学類 家政教育専修、 北陸学院大学 健康科学部 栄養学科

鶴来高校、飯田高校(オンライン)、穴水高校、金沢商業高校、内灘高校、松任高校、金沢学院大学附属高校、
津幡高校、金沢北陵高校、北陸学院高校、大聖寺実業高校 計11校

朝食の重要性、食事の栄養バランス、食事量、野菜のとり方等授業内容

授業のスライド（参考）

令和６年度
実施高校

協力大学

石川県少子化対策監室

高校教諭

高校生

学生
⚫ 高校生に教える立場ではあった
が、自分も食に関しての知識が
増えた

⚫ とても楽しく、高校生と交流がで
きよい経験となった

グループワーク等で、食について
高校生と大学生が一緒に考えました

高校生・高校教諭・学生の感想

⚫ 栄養バランスの大切さを理解した

⚫ 朝食をまずプラス一品から始めようと思った

⚫ 例があり分かりやすく、健康になれる食事の選び方
を心がけようと思った

⚫ 将来一人暮らしをすると思うので実践してみたい

⚫ お弁当や夜ごはんはいつも母に任せていたけど、自
分でもやってみようと思った

⚫ 生徒と年齢が近い大学生や短大生の授業は興味・関心を惹きやすい
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